
全国の自治体で手話言語条例の普及が進む中、愛媛県は県や市町
村レベルで同条例を策定していない唯一の都道府県である。本作品
では、こうした現状に問題意識を持ち、高校生にできることとして、手
話言語条例のモデル案を提案し、愛媛県における手話言語の普及と
理解の促進を目指している。本作品の優れている点は、手話言語に
関する歴史的背景や現状の課題について、丁寧かつ分かりやすくま
とめられており、手話言語条例の必要性や高校生が果たしうる役割に
ついて、説得力をもって示されている点である。今後の展開として、本
作品で提示されたモデル案をもとに行政担当者などと連携しながら取
り組みを進めていくことで、手話言語条例をめぐる議論が愛媛県内に
おいて一層深まることを期待する。
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